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平成１２年３月１０日

情報処理振興事業協会（ＩＰＡ）

財団法人コンピュータ教育開発センター（ＣＥＣ）

Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
平成１１年度活動報告資料
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
呼称

　Ｅスクエア(e2)・プロジェクトは、教育のためのサイバースペース上の広場を

願っています。

　Ｅは、ＥｄｕｃａｔｉｏｎａｌとＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃの２つの意味を兼ねています。
スクエアは、街の中心広場のように、教育に関係する全ての人が自由に出
入りし、情報交換、議論、共同で利用等を行なうことにより、情報、ノウハウ
を拡充強化し、それを全国の小学校、中学校、高等学校等が利用できる様
にするという意味から付けました。

　また、Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ×Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ（Ｅ×Ｅ）で、Squareに「二乗」という意味が
あることから、「e2」と表記します。
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
３つの目的

Ⅰ.100校のノウハウの普及とインターネッ
ト活用をめざす学校への支援

Ⅱ.相互に協力し合える「場の提供」

Ⅲ.情報技術などを活用した先進的な教育
手法の実証
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　（実践学校数）

↑ ４万校

e2プロジェクト

入門的

　新１００校 取組み

　　プロジェクト

１００校プロジェクト

一般的

取組み

　　　　教育関連機関

　　　　との連携等

先進的

取組み

　　　　　　　　　　　　　先進事例の推進

年度 ９４ ９５ ９６ ９７ ９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２～

（平成） （６） （７） （８） （９） （１０） （１１） （１２） （１３） （１４）～

「広げる仕組みの試行」  e2の成果が広がる
「しくみをつくる」

e2の成果を「ひろげる」

～
～

～
～

～
～

～
～

学校企画／協働企画

e2ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

地域ｲﾍﾞﾝﾄ

先進企画

普及・促進

共同実践

先進的実証

Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
三ヶ年計画
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
活動内容

学校企画

学校企画
企画を公募し、182校187企画を選定した。企画を採択された学校は、企
画を実施し、実践事例を作成した。
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
活動内容

学校企画 協働企画

協働企画
単独の学校だけでは実施が不可能な企画や事務局が立案した企画をも
とに、協働企画を５プロジェクト実施。
　・酸性雨・窒素酸化物(NOx)調査プロジェクト
　・全国発芽マップ
　・国際交流の継続的実践
　・同一河川流域内学校交流
　・家庭向け情報教育ハンドブック
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
活動内容

学校企画 協働企画 先進的情報技術活用

先進的情報技術活用
先進的なネットワークの活用に伴う企画を公募し、５つのテーマにつ
いて実証実験をした。
　・教育用レイティングシステム
　・特殊教育
　　　重複障害児向けメーラ　特殊教育用支援機器センター
　・子ども用ホームページ作成
　・校内LANの構築と活用に関する実践研究
　・教育現場におけるモバイル活用の実践研究



8

Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
ホームページ

http://www.edu.ipa.go.jp/E-square/
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
ホームページ部屋別アクセス数

部屋別アクセス数
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
平成11年度　プロジェクトのスケジュール(実績)

1. 全体
協力者会議

　成果発表会

2. 実践事例
2-1. 
　学校企画

2-2. 
協働企画＆
　先進企画

3. E2HP
　情報発信委員会

4　　　5　　　 6　　  7　　　8　　  9　　  10　　  11　　 12　　  1　　　2　　　3

（1） （2） （3） （4）

成果発表会

6/7    7/9     8/6 1/31

評価・まとめ　　成果の公開

募集　　　審 査       発 表 実 施

6/7     7/16

アイデア募集　　審査＆企画

1/31

実 施参加校募集

9/1-15.16

(１） （2） （3） （4）
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Ｅスクエア(e2)・プロジェクト
平成１１年度活動に対する評価

これから情報化に取り込む学校への情報提供

日頃情報機器を活用している学校への情報提供

みんなが参加する広場の提供

ホームページ

学校企画

協働研究

先進事例研究

普及活動
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